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林床植生は全体的に乏しい.
水 文 特 性
大洞沢での量水観測は +32-年に開始され 今日まで継
続されているしかし計器の故障などによる欠測が多い
量水観測所は 県道 1*号線大洞橋直上流の標高 .-/ m
の地点に位置する 流量観測は 量水堰による水位法で行
われている 量水堰の形状は 幅 *.,m 高さ *./mの矩形
ノッチと幅 ..,m 高さ +mの矩形ノッチの複合形である
水位の記録には水圧式水位計とフロト式水位計を併用し
ている 降水量は 量水堰の横に転倒マス型自記雨量計を

















間は +33. +33/の ,年間だけである +33. +33/年の各年
の年降水量は ,,.**mmおよび ,,+.,mm それに対する年
流出量は +,+*.mmおよび +,+0-mmでありすなわち年




例を ,*例取り出し その逓減特性を調べた その結果 全
てのケスについて 図 .のように指数関数的逓減を示し






ここで 被圧逓減曲線は ある時刻 t day での流量 Qt
mmday が流域貯留量 St mm に比例すると仮定し






QtQ* eAc t 
が得られる
一方 不圧逓減曲線は 同様にある時刻 t day での流
量 Qt mmday が流域貯留量 St mm の ,乗に比例




















































ただし P : 収支期間内の降水量 Q : 収支期間内の
流量 S+ : 収支期間開始時の流域貯留量 S, : 収支期


































らに 振幅は蒸発散量の夏期 -ケ月 1 2 3月 の平均値
と冬期 -ケ月 +, + ,月 の平均値の差から残差二乗和
が最小になる値を求めた その結果 図 0のようになり
式が得られた
図 0の気温デタは +32-年から +330年における海老名
市のアメダス月平均気温デタの平均値を使用している
標高差が /** mほどあるので気温の逓減率 	*.0
+**








式は 最小値が ,月上旬 最大値が 1月下旬から 2月
上旬にかけて出現し 気温の年変動とほぼ一致しているこ

















お わ り に
短期水収支法による蒸発散量の計算の結果 蒸発散量は
周期関数によって表現できる季節変化をすることが明らか
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A Seasonal Change of Evapotranspiration by
the Short-term Water Balance Method
in a Forest Area
By
Kazuhiro YABE*, Nobuyuki NAKAJIMA** and Kunihiko NISHIO***
(Received May ,3, ,**+ /Accepted November 1, ,**+)
Summary : This study investigated a seasonal change of evapotranspiration in the forest based on the
hydrological data observed in Ohora Hydrological Station located in the eastern part of Mt. Tanzawa
(basin area *..2km,). This study adopted the Short-term Water Balance Method in order to estimate
evapotranspiration.
The seasonal change of evapotranspiration was expressed by sine curve. Changes of
evapotranspiration were ﬁtted to annual changes of temperature. It was found that the inﬂuence of
thermal energy had a great e#ect on change of evapotranspiration.
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